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(57)【要約】
【課題】ダクトを使って建物内の複数の箇所に調和空気
を供給する空気調和システムにおいて、利用側熱交換器
を通過する風量に起因する空気調和システムの不具合を
抑制する。
【解決手段】熱交換器ユニット１０は、利用側熱交換器
１１を含む。複数のダクト２０が熱交換器ユニット１０
に接続されている。複数のファンユニット３０が、複数
のダクト２０を介して熱交換器ユニット１０から調和空
気を吸引して複数の吹出口７１に供給する。調和空気の
個別の供給空気量を変更できるように構成されている複
数のアクチュエータであるファンモータ３３を、各ファ
ンユニット３０が含む。メインコントローラ４０が、利
用側熱交換器１１を通過する風量が所定条件を満たすよ
うに複数のファンモータ３３を制御する。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　利用側熱交換器（１１）を有する熱交換器ユニット（１０）を備え、前記利用側熱交換
器での熱交換によって調和空気を生成し、前記調和空気を前記熱交換器ユニットに連通す
る複数の分配流路を介して空調対象空間に供給する空気調和システム（１）であって、
　前記各分配流路は、前記熱交換器ユニットに接続され、前記調和空気を分配するための
ダクト（２０，２０ａ～２０ｄ）と、前記ダクトに対応して設けられ、前記熱交換器ユニ
ットから前記ダクトを介して前記空調対象空間に供給するファンユニット（３０，３０ａ
～３０ｄ）と、から構成されると共に、前記空調対象空間に前記調和空気を供給する供給
空気量を個別に変更できるように構成されているアクチュエータ（３３，３９，７５）を
含み、
　前記利用側熱交換器を通過する風量が所定条件を満たすように前記アクチュエータを制
御するメインコントローラ（４０）を備えることを特徴とする、空気調和システム（１）
。
【請求項２】
　前記ダクト及び前記ファンユニットのうちの少なくとも一つに風量検知部（１２１）を
備え、
　前記メインコントローラは、前記風量検知部で検出される前記各分配流路に流れる風量
を合計して合計が前記所定条件を満たすように前記アクチュエータを制御するように構成
されている、
請求項１に記載の空気調和システム（１）。
【請求項３】
　前記アクチュエータは、前記ファンユニットのファンモータ（３３）であり、
　前記メインコントローラは、前記風量検知部の値に応じて前記ファンモータの回転数を
制御する、
請求項２に記載の空気調和システム（１）。
【請求項４】
　前記アクチュエータは、前記ファンユニットのダンパ（３８）の開度を調節する開閉装
置（３９）であり、
　前記メインコントローラは、前記風量検知部の値に応じて前記開閉装置により前記ダン
パの開度を制御する、
請求項２または請求項３に記載の空気調和システム（１）。
【請求項５】
　前記所定条件が、前記利用側熱交換器を通過する風量を、所定値以上にすることである
、
請求項１から４のいずれか一項に記載の空気調和システム（１）。
【請求項６】
　前記利用側熱交換器に接続され、圧縮機（５１）を有し、前記利用側熱交換器とともに
蒸気圧縮式の冷凍サイクルを行う冷媒回路（２００）を構成する熱源装置（５０）をさら
に備え、
　前記メインコントローラは、前記アクチュエータの制御を前記冷媒回路の制御と連動さ
せている、
請求項５に記載の空気調和システム（１）。
【請求項７】
　前記所定値が、前記冷媒回路を循環する冷媒の状態または循環量に影響を与える熱源装
置のパラメータに応じて変わるように設定されている、
請求項６に記載の空気調和システム（１）。
【請求項８】
　前記パラメータが、前記循環量に関係する値である、
請求項７に記載の空気調和システム（１）。
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【請求項９】
　前記パラメータが、前記冷媒回路の凝縮温度、前記冷媒回路の蒸発温度、前記利用側熱
交換器の熱交換器温度、前記圧縮機の運転周波数、前記冷媒回路の過熱度、前記冷媒回路
の過冷却度、前記利用側熱交換器の入口温度と出口温度の組み合わせ、及び前記利用側熱
交換器の出口圧力と出口温度の組合せのうちの少なくとも一つを含む、
請求項７に記載の空気調和システム（１）。
【請求項１０】
　前記メインコントローラは、前記ファンユニットの風量を減少させる指示によって前記
利用側熱交換器を通過する風量が前記所定値未満になるとき、前記ファンユニットが停止
している場合、前記ファンユニットを起動させる、
請求項５から請求項９のいずれか一項に記載の空気調和システム（１）。
【請求項１１】
　前記メインコントローラは、前記ファンユニットの風量を減少させる指示によって前記
利用側熱交換器を通過する風量が前記所定値未満になるときには、前記ファンユニットの
風量を増加させる、
請求項５から請求項１０のいずれか一項に記載の空気調和システム（１）。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　複数のファンユニットを備える空気調和システム
【背景技術】
【０００２】
　建物の内部の空気調和を行う従来の空気調和システムの中には、例えば特許文献１（特
開平１１－１３２４８９号公報）に記載されているように、利用側熱交換器で熱交換が行
なわれた調和空気をダクトによって建物内の複数の箇所に調和空気を供給する空気調和シ
ステムがある。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　しかしながら、特許文献１に記載されている空気調和システムでは、空気調和システム
の熱源側の運転に対する考慮と利用側熱交換器での熱交換との関係についての記載がない
。利用側熱交換器を通過する風量によって熱源側の運転が止まったり、運転に支障が出た
りすることも考えられる。
【０００４】
　このようなダクトを使って建物内の複数の箇所に調和空気を供給する空気調和システム
では、利用側熱交換器を通過する風量に起因する空気調和システムの不具合を抑制すると
いう課題がある。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　第１観点の空気調和システムは、利用側熱交換器を有する熱交換器ユニットを備え、利
用側熱交換器での熱交換によって調和空気を生成し、調和空気を熱交換器ユニットに連通
する複数の分配流路を介して空調対象空間に供給する空気調和システムである。各分配流
路は、熱交換器ユニットに接続され、調和空気を分配するためのダクトと、ダクトに対応
して設けられ、熱交換器ユニットからダクトを介して空調対象空間に供給するファンユニ
ットと、から構成されると共に、空調対象空間に調和空気を供給する供給空気量を個別に
変更できるように構成されているアクチュエータを含む。空気調和システムは、利用側熱
交換器を通過する風量が所定条件を満たすようにアクチュエータを制御するメインコント
ローラを備えることを特徴とする。
【０００６】
　第１観点の空気調和システムでは、メインコントローラが利用側熱交換器を通過する風
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量が所定条件を満たすようアクチュエータを制御する。これにより、利用側熱交換器を通
過する風量によって空気調和システムの不具合を抑制することができる。
【０００７】
　第２観点の空気調和システムは、第１観点のシステムであって、ダクト及びファンユニ
ットのうちの少なくとも一つに風量検知部を備える。メインコントローラは、風量検知部
で検出される各分配流路に流れる風量を合計して合計が所定条件を満たすようにアクチュ
エータを制御するように構成されている。
【０００８】
　第２観点の空気調和システムでは、利用側熱交換器を通過する風量をメインコントロー
ラが精度良く把握することができ、熱源側の不具合を精度良く抑制することができる。
【０００９】
　第３観点の空気調和システムは、第２観点のシステムであって、アクチュエータは、フ
ァンユニットのファンモータである。メインコントローラは、風量検知部の値に応じてフ
ァンモータの回転数を制御する。
【００１０】
　第３観点の空気調和システムでは、風量検知部の値に応じて複数のファンモータの回転
数を制御するので、メインコントローラによって利用側熱交換器を通過する風量が所定条
件を満たすように制御し易くなる。
【００１１】
　第４観点の空気調和システムは、第２観点または第３観点のシステムであって、アクチ
ュエータは、ファンユニットのダンパの開度を調節する開閉装置であり、メインコントロ
ーラは、風量検知部の値に応じて開閉装置によりダンパの開度を制御する。
【００１２】
　第４観点の空気調和システムでは、メインコントローラは、風量検知部の値に応じて開
閉装置によりダンパの開度を制御する。これにより利用側熱交換器を通過する風量が所定
条件を満たすように制御し易くなる。
【００１３】
　第５観点の空気調和システムは、第１観点から第４観点のいずれかのシステムであって
、所定条件が、利用側熱交換器を通過する風量を、所定値以上にする。
【００１４】
　第５観点の空気調和システムでは、利用側熱交換器を通過する風量を、所定値以上にな
るようにアクチュエータを制御する。これにより、利用側熱交換器を通過する風量が所定
値未満となることにより、利用側熱交換器での熱交換不足により発生する空気調和システ
ムの不具合を抑制することができる。
【００１５】
　第６観点の空気調和システムは、第５観点のシステムであって、利用側熱交換器に接続
され、圧縮機を有し、利用側熱交換器とともに蒸気圧縮式の冷凍サイクルを行う冷媒回路
を構成する熱源装置をさらに備える。メインコントローラは、アクチュエータの制御を冷
媒回路の制御と連動させている。
【００１６】
　第６観点の空気調和システムでは、アクチュエータの制御を冷媒回路の制御とを連動さ
せているので、冷媒回路の状態に合わせてアクチュエータにより利用側熱交換器を通過す
る風量を適正化でき、効率の良い運転を行わせることができる。
【００１７】
　第７観点の空気調和システムは、第６観点のシステムであって、所定値が、冷媒回路を
循環する冷媒の状態または循環量に影響を与える熱源装置のパラメータに応じて変わるよ
うに設定されている。
【００１８】
　第７観点の空気調和システムでは、冷媒回路を循環する冷媒の状態または循環量に適し
た熱交換を利用側熱交換器に行なわせることにより、利用側熱交換器を通過する冷媒の状
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態を適切にして、熱源装置の不具合を抑制することができる。
【００１９】
　第８観点の空気調和システムは、第７観点のシステムであって、パラメータが、循環量
に関係する値である。
【００２０】
　第８観点の空気調和システムでは、利用側熱交換器において冷媒回路を循環する冷媒の
循環量に合った適切な風量の所定値で熱交換させられ、熱源装置の不具合を抑制すること
ができる。
【００２１】
　第９観点の空気調和システムは、第７観点のシステムであって、パラメータが、冷媒回
路の凝縮温度、冷媒回路の蒸発温度、利用側熱交換器の熱交換器温度、圧縮機の運転周波
数、利用側熱交換器の入口温度と出口温度の組み合わせ、及び利用側熱交換器の入口圧力
と出口温度の組合せのうちの少なくとも一つを含む。
【００２２】
　第９観点の空気調和システムでは、冷媒回路を循環する冷媒の状態または循環量に適し
た熱交換を利用側熱交換器に行なわせることにより、空気調和システムの消費エネルギー
は、抑制される。
【００２３】
　第１０観点の空気調和システムは、第５観点から第９観点のいずれかのシステムであっ
て、メインコントローラは、ファンユニットの風量を減少させる指示によって利用側熱交
換器を通過する風量が所定値未満になるときには、ファンユニットが停止している場合、
ファンユニットを起動させる。
【００２４】
　第１０観点の空気調和システムでは、１台当りの風量の増加量を抑えることができ、空
調対象空間において部分的に温度が所望の温度から乖離するのを避けることができる。
【００２５】
　第１１観点の空気調和システムは、第５観点から第１０観点のいずれかのシステムであ
って、メインコントローラは、ファンユニットの風量を減少させる指示によって利用側熱
交換器を通過する風量が所定値未満になるときには、ファンユニットの風量を増加させる
。
【００２６】
　第１１観点の空気調和システムでは、ファンユニットのうちの運転されているファンユ
ニットに風量を振り分けるので、ファンユニットのうちの停止が指示されているファンユ
ニットを動かさなくて済む。これにより、ファンユニットの空気調和を停止させたいとこ
ろを確実に停止させることができ、空気調和システムの動作がユーザの要求から外れるの
を抑制することができる。
【図面の簡単な説明】
【００２７】
【図１】空気調和システムの構成の概要を示す模式図。
【図２】熱交換器ユニット、ダクト、ファンユニットおよび吹出口ユニットの接続の一例
を示す模式的な斜視図。
【図３】ファンユニットの送風ファンの一例を示す断面図。
【図４】制御系統の一例を示すブロック図。
【図５】ファンユニットの構成の他の例を示す模式図。
【発明を実施するための形態】
【００２８】
＜第１実施形態＞
　（１）全体構成
　図１に示されている空気調和システム１は、空調対象空間ＳＡに調和空気を供給するシ
ステムである。空調対象空間ＳＡには、建物ＢＬの中の部屋ＲＡ１，ＲＡ２などがある。
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ここでは、空調対象空間ＳＡが２つの部屋ＲＡ１，ＲＡ２である場合について説明するが
、空気調和システム１は、種々の大きさ、種々の形状、及び様々な個数の部屋に対応させ
ることができる。空気調和システム１が調和空気を供給する空調対象空間ＳＡは、部屋Ｒ
Ａ１，ＲＡ２のように周囲（前後・上下・左右）が壁面で囲まれていることが好ましい。
なお、空調対象空間ＳＡは、部屋ＲＡ１，ＲＡ２に限られず、例えば、廊下、階段及びエ
ントランスであってもよい。
【００２９】
　空気調和システム１は、図１に示されているように、利用側熱交換器１１を有する熱交
換器ユニット１０と、メインコントローラ４０とを備えている。空気調和システム１は、
利用側熱交換器１１での熱交換によって調和空気を生成し、調和空気を熱交換器ユニット
１０に連通する複数の分配流路を介して空調対象空間ＳＡに供給する。各分配流路は、熱
交換器ユニット１０に接続され、調和空気を分配するためのダクト２０と、ダクト２０に
対応して設けられ、熱交換器ユニット１０からダクト２０を介して空調対象空間ＳＡに供
給するファンユニット３０と、から構成される。また、各分配流路は、空調対象空間ＳＡ
に調和空気を供給する供給空気量を個別に変更できるように構成されているアクチュエー
タを含む。
【００３０】
　なお、複数のダクト２０を区別する場合には、ダクト２０ａのようにアルファベットの
添え字を付して表す。ここでは、ダクト２０として、４つのダクト２０ａ～２０ｄが示さ
れている。また、ファンユニット３０として、４台のファンユニット３０ａ～３０ｄが示
されている。また、吹出口ユニット７０、リモートコントローラ６０として、それぞれ４
つの吹出口ユニット７０ａ～７０ｄ、リモートコントローラ６０ａ～６０ｄが示されてい
る。
【００３１】
　熱交換器ユニット１０は、利用側熱交換器１１での熱交換によって調和空気を生成する
機能を有している。複数のダクト２０は、一端２１が熱交換器ユニット１０に接続されて
いる。複数のダクト２０は、熱交換器ユニット１０が生成した調和空気を送る複数の管で
あって、調和空気を分配する機能を有する。
【００３２】
　複数のファンユニット３０は、複数のダクト２０の他端２２に接続されている。ここで
は、例えば熱交換器ユニット１０に接続されている１つのダクト２０ａに、対応する１つ
のファンユニット３０ａが接続されている。同様に、ファンユニット３０ｂ～３０ｄも、
それぞれ、対応するダクト２０ｂ～２０ｄに接続されている。ここでは、各ダクト２０が
１つの一端２１と１つの他端２２を持つ場合について説明するが、１つのダクト２０が、
１つの一端２１と複数の他端２２を持つように分岐していてもよく、そのように分岐した
複数の他端２２にそれぞれファンユニット３０が接続されていてもよい。また、ファンユ
ニット３０ａ～３０ｄは、吹出口ユニット７０ａ～７０ｄおよびリモートコントローラ６
０ａ～６０ｄに接続されている。
【００３３】
　空気調和システム１は、空調対象空間ＳＡに配置された複数の吹出口７１を有している
。各ファンユニット３０は、対応する各吹出口７１に調和空気を供給する。各吹出口７１
に調和空気を供給するため、各ファンユニット３０は、熱交換器ユニット１０から各ダク
ト２０を介して、調和空気を吸引する。各ファンユニット３０は、調和空気を吸引するた
め、各ファンユニット３０の各ケーシング３１の中に、送風ファン３２を有している。各
送風ファン３２は、各ダクト２０の他端２２から各吹出口７１に向って送風する。各ファ
ンユニット３０が有する送風ファン３２の台数は、１台でもよく、複数台であってもよい
。ここでは、ファンユニット３０ａ～３０ｄのケーシング３１の中に、それぞれ送風ファ
ン３２ａ～３２ｄが１台ずつ設けられている。
【００３４】
　空気調和システム１は、アクチュエータによって、各吹出口７１に供給する調和空気の
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個別の供給空気量を変更できるように構成されている。ここでは、回転数を変更可能なフ
ァンモータ３３が、アクチュエータである。ここでは、４台のファンモータ３３ａ～３３
ｄが個別に回転数を変更できるように構成されており、ファンモータ３３ａ～３３ｄがそ
れぞれ個別に回転数を変更することによって、ファンユニット３０ａ～３０ｄが個別に供
給空気量を変更することができる。
【００３５】
　空気調和システム１は、メインコントローラ４０から複数のアクチュエータに供給空気
量の増減に関する指示を出す。メインコントローラ４０を含む空気調和システム１の制御
系統については後述する。
【００３６】
　空気調和システム１は、上記の構成に加えて、熱源ユニット５０と、リモートコントロ
ーラ６０と、吹出口ユニット７０と、吸込口ユニット８０と、種々のセンサとを備えてい
る。空気調和システム１が備えるセンサについては後述する。
【００３７】
　（２）詳細構成
　（２－１）熱交換器ユニット１０
　熱交換器ユニット１０は、利用側熱交換器１１と、利用側熱交換器１１を収納する中空
のハウジング１２と、メインコントローラ４０とを備えている。ハウジング１２は、吸込
口８１に接続される１つの空気入口１２ａと、複数のダクト２０に接続される複数の空気
出口１２ｂとを有している。ここでは、空気入口１２ａが１つの場合を示しているが、空
気入口１２ａは複数設けられてもよい。利用側熱交換器１１は、例えば、フィンアンドチ
ューブ式の熱交換器であり、伝熱フィンの間を通過する空気と、伝熱管の中を流れる冷媒
の間で熱交換が行なわれる。空気入口１２ａから吸い込まれる空気が利用側熱交換器１１
を通過するときに、利用側熱交換器１１を通過する冷媒と空気との間で熱交換が行なわれ
、調和空気が生成される。利用側熱交換器１１で生成された調和空気は、空気出口１２ｂ
から各ダクト２０ａ～２０ｂに吸い込まれる。
【００３８】
　熱交換器ユニット１０には、ファンが設けられていない。空気入口１２ａから熱交換器
ユニット１０が空気を吸い込むことができるのは、複数のダクト２０が全て複数の空気出
口１２ｂから空気を吸い込むことにより熱交換器ユニット１０の中が負圧になるからであ
る。
【００３９】
　（２－２）ダクト２０
　調和空気を分配する機能を有する複数のダクト２０は、熱交換器ユニット１０の複数の
空気出口１２ｂと複数のファンユニット３０とを接続している。ここでは、各ファンユニ
ット３０と各吹出口ユニット７０が直接接続されている場合について説明するが、ファン
ユニット３０と吹出口ユニット７０との間にもダクト２０が配置され、ファンユニット３
０と吹出口ユニット７０がダクト２０で接続されてもよい。
【００４０】
　ダクト２０には、金属製の形状が固定された管が用いられてもよく、自在に曲げられる
素材からなる管が用いられてもよい。このようなダクト２０をつなぎ合せることで、熱交
換器ユニット１０、複数のファンユニット３０及び複数の吹出口ユニット７０の様々な配
置が可能になる。
【００４１】
　図２には、天井裏室ＡＴで接続されている熱交換器ユニット１０と、４つのファンユニ
ット３０と、４つの吹出口ユニット７０が概念的に示されている。このように構成されて
いる熱交換器ユニット１０とファンユニット３０と吹出口ユニット７０は、薄く形成する
ことが容易であるので、部屋ＲＭ１，ＲＭ２の床下の空間に配置してもよい。
【００４２】
　（２－３）ファンユニット３０
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　各ファンユニット３０が備える送風ファン３２には、例えば遠心ファンを用いることが
できる。送風ファン３２として用いられる遠心ファンには、例えばシロッコファンがある
。各ファンユニット３０が備えるケーシング３１には、吸気口３６と排出口３７を有して
いる。各ケーシング３１の吸気口３６には、各ダクト２０の他端２２が接続されている。
各ケーシング３１の排出口３７には、各送風ファン３２の吹出口が接続されるとともに、
対応する吹出口ユニット７０が接続される。送風ファン３２から吹出された調和空気は、
吹出口ユニット７０の中を通って、吹出口７１から吹出される。
【００４３】
　ケーシング３１には、ファンコントローラ３４が取り付けられている。ここでは、全て
のファンコントローラ３４が、メインコントローラ４０に接続されている。
【００４４】
　図３には、送風ファン３２の一例として、シロッコファンが示されている。この送風フ
ァン３２のファンロータ３５を回転させるファンモータ３３は、回転数を変更することが
できる。従って、送風ファン３２は、ファンモータ３３の回転数を変えることによって供
給空気量を変更することができる。ファンコントローラ３４は、ファンモータ３３に接続
されており、ファンモータ３３の回転数を制御することができる。
【００４５】
　各ファンユニット３０は、後述する風量検知部として機能する差圧センサ１２１を備え
ており、ダクト長さによって各ファンユニット３０までのダクト２０で生じる空気抵抗が
異なっても、必要な供給空気量を出すために必要なファンモータ３３の回転数を各ファン
コントローラ３４が自動的に補正できるように構成されている。ただし、このような補正
機能をファンユニット３０に搭載しなくてもよい場合もある。
【００４６】
　（２－４）熱源ユニット５０
　熱源ユニット５０は、熱交換器ユニット１０の利用側熱交換器１１の熱交換に要する熱
エネルギーを供給する。図１に示されている空気調和システム１では、熱源ユニット５０
と熱交換器ユニット１０との間で冷媒が循環し、蒸気圧縮式の冷凍サイクルが行なわれる
。熱源ユニット５０と熱交換器ユニット１０は、蒸気圧縮式の冷凍サイクルを行う冷凍サ
イクル装置を構成している。図１に示された例では、熱源ユニット５０が建物ＢＬの外に
置かれ、外気を熱源としているが、熱源ユニット５０の配置箇所は建物ＢＬの外には限ら
れない。
【００４７】
　熱源ユニット５０は、圧縮機５１と、熱源側熱交換器５２と、膨張弁５３と、四方弁５
４と、熱源側ファン５５と、熱源コントローラ５６と、ユニット内冷媒配管５７，５８と
を備えている。圧縮機５１の吐出口が四方弁５４の第１ポートに接続され、圧縮機５１の
吸入口が四方弁５４の第３ポートに接続されている。圧縮機５１は、吸入口から吸入した
ガス状態の冷媒（以下、ガス冷媒ともいう）または気液二相状態の冷媒を圧縮して吐出口
から吐出する。圧縮機５１は、例えばインバータ制御により回転数（または運転周波数）
を変更することのできる圧縮機モータを内蔵している。圧縮機５１は、運転周波数を変更
することにより吐出する冷媒の単位時間当たりの吐出量を変更することができる。
【００４８】
　四方弁５４は、第２ポートに熱源側熱交換器５２の一方の出入口を接続し、第４ポート
にユニット内冷媒配管５８を接続している。四方弁５４は、冷房運転時には、実線で示さ
れているように、第１ポートから第２ポートに冷媒が流れて圧縮機５１から吐出された冷
媒が熱源側熱交換器５２に送られ、利用側熱交換器１１からユニット内冷媒配管１３２と
冷媒連絡配管９２とユニット内冷媒配管５８とを介して第４ポートから第３ポートに冷媒
が流れて圧縮機５１の吸入口に冷媒が送られる。四方弁５４は、暖房運転時には、破線で
示されているように、第１ポートから第４ポートに冷媒が流れて圧縮機５１から吐出され
た冷媒がユニット内冷媒配管５８と冷媒連絡配管９２とユニット内冷媒配管１３２とを介
して利用側熱交換器１１に送られ、第２ポートから第３ポートに冷媒が流れて熱源側熱交
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換器５２から圧縮機５１の吸入口に冷媒が送られる。熱源側熱交換器５２は、例えば、フ
ィンアンドチューブ式の熱交換器であり、伝熱フィンの間を通過する空気と、伝熱管の中
を流れる冷媒の間で熱交換が行なわれる。
【００４９】
　熱源側熱交換器５２の他方の出入口は膨張弁５３の一方端に接続され、膨張弁５３の他
方端はユニット内冷媒配管５７と冷媒連絡配管９１とユニット内冷媒配管１３１とを介し
て利用側熱交換器１１の一方の出入口に接続されている。利用側熱交換器１１の他方の出
入口は、ユニット内冷媒配管１３２に接続されている。
【００５０】
　このような熱源ユニット５０と熱交換器ユニット１０が接続されることで冷媒回路２０
０が構成されている。冷媒回路２００では、冷房運転時に、圧縮機５１、四方弁５４、熱
源側熱交換器５２、膨張弁５３、利用側熱交換器１１、四方弁５４、圧縮機５１の順に冷
媒が流れる。また、暖房運転時に、冷媒回路２００では、圧縮機５１、四方弁５４、利用
側熱交換器１１、膨張弁５３、熱源側熱交換器５２、四方弁５４、圧縮機５１の順に冷媒
が流れる。
【００５１】
　（２－４－１）冷房運転時の冷媒の循環
　冷房運転時には、圧縮機５１で圧縮されたガス冷媒が、四方弁５４を通って熱源側熱交
換器５２に送られる。この冷媒は、熱源側ファン５５によって流れる空気に熱源側熱交換
器５２で放熱し、膨張弁５３で膨張して減圧され、ユニット内冷媒配管５７と冷媒連絡配
管９１とユニット内冷媒配管１３１とを通って利用側熱交換器１１に送られる。膨張弁５
３から送られてきた低温低圧の冷媒は、利用側熱交換器１１で熱交換を行って吸込口８１
から送られてきた空気から熱を奪う。利用側熱交換器１１で熱交換を終えたガス冷媒また
は気液二相の冷媒は、ユニット内冷媒配管１３２と冷媒連絡配管９２とユニット内冷媒配
管５８及び四方弁５４を通って圧縮機５１に吸入される。利用側熱交換器１１で熱を奪わ
れた調和空気が、複数のダクト２０、複数のファンユニット３０及び複数の吹出口７１を
通って部屋ＲＡ１，ＲＡ２に吹出されることにより、部屋ＲＡ１，ＲＡ２の冷房が行われ
る。
【００５２】
　冷房運転では、圧縮機５１で液圧縮が起きないように、例えば、圧縮機５１の吸入口に
吸入される冷媒の過熱度を過熱度目標値に一致させるような膨張弁５３の開度調節の制御
が行なわれる。また、このような膨張弁５３の開度調節が行なわれつつ、冷房負荷を処理
できるように、圧縮機５１の運転周波数を変更する制御が行われる。過熱度は、例えば、
利用側熱交換器１１から送り出されるガス冷媒の温度から利用側熱交換器の中の冷媒の蒸
発温度を差し引いて算出される。
【００５３】
　（２－４－２）暖房運転時の冷媒の循環
　暖房運転時には、圧縮機５１で圧縮されたガス冷媒が、四方弁５４及びユニット内冷媒
配管５８と冷媒連絡配管９２とユニット内冷媒配管１３２を通って利用側熱交換器１１に
送られる。この冷媒は、利用側熱交換器１１で熱交換を行って吸込口８１から送られてき
た空気に熱を与える。利用側熱交換器１１で熱交換を行った冷媒は、ユニット内冷媒配管
１３１と冷媒連絡配管９１とユニット内冷媒配管５７を通って膨張弁５３に送られる。膨
張弁５３で膨張して減圧された低温低圧の冷媒は、熱源側熱交換器５２に送られ、熱源側
熱交換器５２で熱交換を行い、熱源側ファン５５によって流れる空気から熱を得る。熱源
側熱交換器５２で熱交換を終えたガス冷媒または気液二相の冷媒は、四方弁５４を通って
圧縮機５１に吸入される。利用側熱交換器１１で熱を与えられた調和空気が、複数のダク
ト２０、複数のファンユニット３０及び複数の吹出口７１を通って部屋ＲＡ１，ＲＡ２に
吹出されることにより、部屋ＲＡ１，ＲＡ２の暖房が行われる。
【００５４】
　暖房運転では、例えば、利用側熱交換器１１の出口（ユニット内冷媒配管１３１）にお
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ける冷媒の過冷却度を過熱度目標値に一致させるように膨張弁５３の開度を調節する制御
が行われる。また、このような膨張弁５３の開度調節が行なわれつつ、暖房負荷を処理で
きるように、圧縮機５１の運転周波数を変更する制御が行われる。利用側熱交換器１１の
過冷却度は、例えば、利用側熱交換器１１の中の冷媒の凝縮温度から利用側熱交換器１１
から出る液冷媒の温度を差し引くことにより算出される。
【００５５】
　吹出口ユニット７０は、例えば、吹出口７１を下方に向けて天井ＣＥに取り付けられる
。ここでは、吹出口ユニット７０が天井ＣＥに取り付けられる場合を例に示しているが、
例えば吹出口ユニット７０が壁に取り付けられてもよく、吹出口ユニット７０の取り付け
箇所は天井ＣＥには限られない。
【００５６】
　（２－５）吹出口ユニット７０
　吹出口ユニット７０は、中空のケーシング７２の中に、エアフィルタ７３を備えている
。吹出口ユニット７０ａ～７０ｄは、それぞれファンユニット３０ａ～３０ｄに接続して
いる。ファンユニット３０から送られてきた調和空気は、エアフィルタ７３を通って吹出
口７１から吹出される。ここでは、吹出口ユニット７０がエアフィルタ７３を備えている
場合について説明しているが、吹出口ユニット７０はエアフィルタ７３を備えない構成で
あってもよい。
【００５７】
　また、吹出口ユニット７０は、中空のケーシング７２の中に、風向板７４を備えている
。吹出口ユニット７０は、風向板７４を駆動するための風向板用モータ７５を備えている
。ここでは、風向板７４を駆動するための風向板用モータ７５が、アクチュエータである
。風向板７４は、風向板用モータ７５によって移動することができ、風向を調節すること
ができる。さらに、風向板７４は、吹出口７１を締め切れる位置に移動することもできる
。風向板用モータ７５は、例えばファンユニット３０のファンコントローラ３４に接続さ
れる。従って、ファンコントローラ３４は、風向及び吹出口７１の開閉を制御することが
できる。ここでは、吹出口ユニット７０が風向板７４及び風向板用モータ７５を備えてい
る場合について説明しているが、吹出口ユニット７０は風向板７４及び風向板用モータ７
５を備えない構成であってもよい。
【００５８】
　吸込口ユニット８０は、例えば、吸込口８１を空調対象空間ＳＡに向けて天井ＣＥに取
り付けられる。ここでは、吸込口ユニット８０が天井ＣＥに取り付けられる場合を例に示
しているが、例えば吸込口ユニット８０が建物ＢＬの壁に取り付けられてもよく、吸込口
ユニット８０の取り付け箇所は天井ＣＥには限られない。
【００５９】
　吸込口ユニット８０は、中空のケーシング８２の中に、エアフィルタ８３を備えている
。熱交換器ユニット１０に送られる空気は、エアフィルタ８３を通って吸込口８１から取
り入れられる。ここでは、吸込口ユニット８０がエアフィルタ８３を備えている場合につ
いて説明しているが、吸込口ユニット８０がエアフィルタ８３を備えない構成であっても
よい。
【００６０】
　（２－６）制御系統 
　図４に示されているように、メインコントローラ４０は、複数のファンコントローラ３
４及び熱源コントローラ５６に接続されている。熱源コントローラ５６は、例えば熱源ユ
ニット５０の中の各種の機器に接続されたプリント配線基板上に設けられている各種の回
路により構成されており、圧縮機５１、膨張弁５３、四方弁５４及び熱源側ファン５５な
どの熱源ユニット５０の中の各種の機器を制御する。また、メインコントローラ４０は、
各ファンコントローラ３４を介して各リモートコントローラ６０に接続されている。リモ
ートコントローラ６０ａ～６０ｄは、吹出口ユニット７０ａ～７０ｄに対応しており、フ
ァンユニット３０ａ～３０ｄに接続されている。ここでは、リモートコントローラ６０が
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ファンコントローラ３４を介してメインコントローラ４０に接続される場合について説明
しているが、リモートコントローラ６０を直接メインコントローラ４０に接続してもよい
。ここでは、メインコントローラ４０と複数のファンコントローラ３４と熱源コントロー
ラ５６と複数のリモートコントローラ６０が、有線で接続されている場合を示しているが
、これらの全てまたは一部が無線通信によって接続されてもよい。
【００６１】
　メインコントローラ４０と複数のファンコントローラ３４と熱源コントローラ５６と複
数のリモートコントローラ６０は、例えばコンピュータにより実現されるものである。メ
インコントローラ４０と複数のファンコントローラ３４と熱源コントローラ５６と複数の
リモートコントローラ６０を構成するコンピュータは、制御演算装置と記憶装置とを備え
る。制御演算装置には、ＣＰＵ又はＧＰＵといったプロセッサを使用できる。制御演算装
置は、記憶装置に記憶されているプログラムを読み出し、このプログラムに従って所定の
画像処理や演算処理を行う。さらに、制御演算装置は、プログラムに従って、演算結果を
記憶装置に書き込んだり、記憶装置に記憶されている情報を読み出したりすることができ
る。しかし、メインコントローラ４０と複数のファンコントローラ３４と熱源コントロー
ラ５６と複数のリモートコントローラ６０は、ＣＰＵとメモリを用いて行うのと同様の制
御を行うことができる集積回路（ＩＣ）を用いて構成されてもよい。ここでいうＩＣには
、ＬＳＩ（large-scale integrated circuit）、ＡＳＩＣ（application-specific integ
rated circuit）、ゲートアレイ、ＦＰＧＡ（field programmable gate array）等が含ま
れる。
【００６２】
　熱交換器ユニット１０には、吸込温度センサ１０１、ガス側温度センサ１０２、液側温
度センサ１０３及び利用側熱交換器温度センサ１０４が配置されている。なお、これらの
温度センサあるいは後述する温度センサには例えばサーミスタを用いることができる。ま
た、利用側熱交換器１１を通過した直後の空気温度を検出する空気出口温度センサ１０５
を有してもよい。吸込温度センサ１０１、ガス側温度センサ１０２、液側温度センサ１０
３及び利用側熱交換器温度センサ１０４は、メインコントローラ４０に接続され、これら
の検出結果がメインコントローラ４０に送信される。吸込温度センサ１０１は、空気入口
１２ａから吸い込まれる空気の温度を検出する。ガス側温度センサ１０２は、ユニット内
冷媒配管５８に接続された利用側熱交換器１１の一方の出入口の冷媒の温度を検出する。
液側温度センサ１０３は、ユニット内冷媒配管５７に接続された利用側熱交換器１１の他
方の出入口の冷媒の温度を検出する。利用側熱交換器温度センサ１０４は、利用側熱交換
器１１の中を流れる気液二相状態の熱交換器温度を検出する。
【００６３】
　熱源ユニット５０には、熱源側空気温度センサ１１１、吐出管温度センサ１１２及び熱
源側熱交換器温度センサ１１３が配置されている。熱源側空気温度センサ１１１、吐出管
温度センサ１１２及び熱源側熱交換器温度センサ１１３は、熱源コントローラ５６に接続
されている。熱源側空気温度センサ１１１、吐出管温度センサ１１２及び熱源側熱交換器
温度センサ１１３の検出結果は、熱源コントローラ５６を介してメインコントローラ４０
に送信される。熱源側空気温度センサ１１１は、熱源側ファン５５によって生じる熱源側
熱交換器５２を通過する前の気流の温度を検出する。吐出管温度センサ１１２は、圧縮機
５１から吐出される冷媒の温度を検出する。熱源側熱交換器温度センサ１１３は、熱源側
熱交換器５２内の冷媒流路の中途付近に取り付けられ、熱源側熱交換器５２の中を流れる
気液二相状態の熱交換器温度を検出する。
【００６４】
　ファンユニット３０には、差圧センサ１２１及び吹出温度センサ１２２が配置されてい
る。差圧センサ１２１では、例えば、ファンユニット３０の設置箇所の風上側と風下側の
気流の差圧を検出する。差圧センサ１２１は、ファンコントローラ３４に接続されており
、ファンコントローラ３４に検出した差圧のデータを送信する。例えば、差圧センサ１２
１が取り付けられる箇所の流路の断面積が予め決められており、ファンコントローラ３４
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は、差圧センサ１２１の検出値から供給空気量を算出することができる。また、差圧セン
サ１２１の圧力差から風向を検出することができる。吹出温度センサ１２２は、例えば各
ファンユニット３０のケーシング３１の中に設置され、各ファンユニット３０から吹出さ
れる調和空気の温度を検出する。ここでは、吹出温度センサ１２２が、ファンユニット３
０のケーシング３１の中に設置される場合について説明するが、吹出温度センサ１２２の
設置場所は、他の場所であってもよく、例えば吹出口ユニット７０の中を設置場所として
もよい。
【００６５】
　複数のリモートコントローラ６０は、それぞれ、室内温度センサ６１を内蔵しており、
空気調和システム１及び／またはファンユニット３０の運転のオン・オフの指示、冷暖房
の切替、設定温度及び設定風量を入力できるように構成されている。設定温度は例えば、
数値で入力できるように構成され、設定風量は微風、弱風、中風、強風の中から選択する
ことで入力できるように構成されている。例えば、ユーザは、リモートコントローラ６０
の入力ボタンを使って、冷房運転を選択し、設定温度を２８℃に設定し、設定風量として
中風を選択する。
【００６６】
　メインコントローラ４０は、各吹出温度センサ１２２で検出される吹出温度と設定温度
から各ファンユニット３０から吹出させる必要な供給空気量を算出し、ファンモータ３３
の回転数を制御して、室内温度センサ６１の検出値を設定温度に近づける制御を行う。
【００６７】
　例えば、初期には、３台のファンユニット３０が熱交換器ユニット１０に接続され、熱
交換器ユニット１０の空気出口１２ｂの１つが塞がれている場合を想定する。このような
場合に、さらに１台のファンユニット３０を追加するときには、塞がれていた空気出口１
２ｂにダクト２０を接続し、そのダクト２０に追加するファンユニット３０を接続し、追
加されたファンユニット３０に吹出口ユニット７０を接続する。このようにして追加され
たファンユニット３０のファンコントローラ３４をメインコントローラ４０に接続すれば
、メインコントローラ４０と４つのファンコントローラ３４のネットワークが完成し、メ
インコントローラ４０の指示を伝えるネットワークを簡単に構築することができる。
【００６８】
　（３）空気調和システム１の動作
　空気調和システム１では、複数のリモートコントローラ６０から入力される設定風量が
、複数のファンユニット３０の供給空気量を決める基本的な供給空気量になる。しかしな
がら、設定風量を変えないとすると、設定温度に達した後に冷房運転では設定温度を下回
り、暖房運転では設定温度を上回ってしまう。そこで、メインコントローラ４０からの指
令によって、室内空気温度を設定温度に収束させるために、各ファンユニット３０の供給
空気量を設定風量から変更する。メインコントローラ４０は、室内空気温度と設定温度の
温度差から空調負荷を算出し、各ファンユニット３０の空調負荷と送風温度から必要な供
給空気量を決める。例えば、室内空気温度が設定温度に一致して温度差がない場合には空
調負荷が０になるので、メインコントローラ４０は、室内空気温度が設定温度に一致して
いるファンユニット３０については、設定風量が０でなくても送風を停止させる。ただし
、吹出口７１から熱交換器ユニット１０に向けて空気を逆流させないために、空調負荷で
判断すれば停止させるファンユニット３０であっても逆流を抑制するために供給空気量を
０にしないように制御されてもよい。
【００６９】
　（３－１）起動時
　ファンユニット３０ａ～３０ｄのファンコントローラ３４は、それぞれ、４つのリモー
トコントローラ６０の設定風量から各ファンユニット３０ａ～３０ｄが供給する供給空気
量を、メインコントローラ４０に送信する。なお、停止しているファンユニット３０も、
吹出口７１から熱交換器ユニット１０に向けて空気を逆流させないために極めて僅かに送
風する運転しているときには、その微少供給空気量を総風量に含めるように空気調和シス
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テム１を構成してもよい。あるいは、その微少供給空気量を総風量に含めないように空気
調和システム１を構成してもよい。
【００７０】
　メインコントローラ４０は、全てのファンユニット３０から送信されてきた供給空気量
を合計して、利用側熱交換器１１を通過する総風量を算出する。メインコントローラ４０
は、熱交換器ユニット１０の吸込温度センサ１０１から、熱交換器ユニット１０に吸い込
まれた空気温度を算出する。そして、メインコントローラ４０は、利用側熱交換器１１を
通過する空気の総風量と空気温度から算出した必要な冷媒循環量を熱源ユニット５０の熱
源コントローラ５６に要求する。熱源ユニット５０の熱源コントローラ５６は、メインコ
ントローラ４０からの要求に応じて、圧縮機５１の運転周波数を変更して冷媒循環量を変
更する。
【００７１】
　（３－２）通常運転時
　空気調和システム１は、通常運転において、総風量が下限値以上の場合と、下限値より
小さい場合で制御を変えている。
【００７２】
　なお、ここでは、下限値により制御を変える場合について説明するが、空気調和システ
ム１が制御を変えるために用いる値は下限値には限られない。空気調和システム１は、総
風量が所定値以上の場合と、所定値より小さい場合で制御を変えるように構成することが
できる。重ねて説明すると、この所定値に、下限値を用いる場合もあるが、下限値以外の
値の場合もある。
【００７３】
　（３－２－１）総風量が下限値以上のとき
　起動時から所定時間が経過して通常運転状態になったときに、メインコントローラ４０
は、総風量が下限値以上になっているか否かを判断する。下限値の設定については後述す
る。総風量が下限値以上になっていれば、メインコントローラ４０は、次の手順で空気調
和システム１の制御を行う。
【００７４】
　起動時から所定時間が経過して通常運転状態になったときには、所定のインターバルで
各ファンコントローラ３４が個々の供給空気量を再計算するように構成されている。この
再計算においては、例えばリモートコントローラ６０が検知した室内空気温度を使って、
各吹出口ユニット７０の近傍の室内空気温度が、設定温度に対して「近づいている」「離
れている」等の状況に基づいて空調負荷を算出し、各ファンコントローラ３４が設定風量
を補正する。そして、各ファンユニット３０が補正した補正供給空気量をメインコントロ
ーラ４０に送信する。なお、設定風量の補正に関する計算は、メインコントローラ４０で
行うように構成してもよい。メインコントローラ４０は、インターバルごとに複数のファ
ンコントローラ３４から送られてくる供給空気量を再計算して総風量を算出し、総風量が
下限値以上であれば、インターバルごとの利用側熱交換器１１を通過する空気の総風量と
空気温度から算出した必要な冷媒循環量を熱源ユニット５０の熱源コントローラ５６に要
求する。熱源ユニット５０の熱源コントローラ５６は、メインコントローラ４０からの要
求に応じて、圧縮機５１の運転周波数を変更して冷媒循環量を変更する。
【００７５】
　（３－２－２）総風量が下限値より小さいとき
　メインコントローラ４０は、総風量が下限値より小さいときには、算出した総風量と下
限値との差である不足分を計算する。メインコントローラ４０は、予め決められている風
量分配規則に従って不足分を複数のファンユニット３０に割り振る。複数のファンユニッ
ト３０に不足分を割り振る際には、総風量が下限値以上であればよいので、不足分に一致
する供給空気量を割り振る場合と、不足分以上の供給空気量を割り振る場合とがある。
【００７６】
　例えば、下限値が３０ｍ３／分であり、ファンユニット３０ａのファンコントローラ３
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４が１６ｍ３／分、ファンユニット３０ｂのファンコントローラ３４が０ｍ３／分、ファ
ンユニット３０ｃのファンコントローラ３４が１０ｍ３／分、ファンユニット３０ｄのフ
ァンコントローラ３４が６ｍ３／分をメインコントローラ４０に要求している場合を考え
る。このとき、メインコントローラ４０が算出した総風量が３２ｍ３／分＞３０ｍ３／分
となり、メインコントローラ４０は、総風量が下限値よりも大きいと判断する。
【００７７】
　次に、ファンユニット３０ｃのファンコントローラ３４にリモートコントローラ６０か
ら送風停止の指示が入ると、ファンユニット３０ｃのファンコントローラ３４の要求が１
０ｍ３／分から０ｍ３／分に変更される。そうすると、総風量が３２ｍ３／分から２２ｍ
３／分に低下するため、メインコントローラ４０は、総風量が下限値以下となる変更が指
示された判断する。
【００７８】
　一つの例としては、下限値以下となる変更が指示された判断をしたとき、メインコント
ローラ４０は、不足分を、例えば、運転しているファンユニット３０に均等に割り振る。
上述の場合、８（＝３０－２２）ｍ３／分をファンユニット３０ａに４ｍ３／分とファン
ユニット３０ｂに４ｍ３／分とに割り振り、ファンユニット３０ａが２０ｍ３／分、ファ
ンユニット３０ｄが１０ｍ３／分に変更される。
【００７９】
　他の例としては、下限値以下となる変更が指示された判断をしたとき、メインコントロ
ーラ４０は、不足分を、例えば、全てのファンユニット３０に均等に割り振る。上述の場
合、８（＝３０－２２）ｍ３／分をファンユニット３０ａ～３０ｄに２ｍ３／分ずつ割り
振り、ファンユニット３０ａが１８ｍ３／分、ファンユニット３０ｂが２ｍ３／分、ファ
ンユニット３０ｂが２ｍ３／分、ファンユニット３０ｄが８ｍ３／分に変更される。
【００８０】
　（３－２－３）下限値の設定
　空気調和システム１の総風量の下限値は、メインコントローラ４０が、例えば熱交換器
温度に基づいて判断する。例えば、冷房運転において、熱交換器温度が高い場合には、熱
源ユニット５０の熱エネルギーの供給能力が足りていないと判断して、総風量の下限値を
高く設定する。そのような場合と比較して、冷房運転において、熱交換器温度が低い場合
には、熱源ユニット５０の熱エネルギーの供給能力に余裕があると判断して、総風量の下
限値を前述の場合に比べて低く設定する。下限値の具体的な値については、例えば、空気
調和システム１の実機の試験および／またはシミュレーションによって決定する。
【００８１】
　（３－２－４）空気逆流の検出
　例えば、ダクト２０ａとファンユニット３０ａと吹出口ユニット７０ａからなる分配流
路において、熱交換器ユニット１０から吹出口７１に向う気流が正常な気流であり、逆に
、吹出口７１から熱交換器ユニット１０に向う気流が、異常な気流であって、空気逆流で
ある。ダクト２０ｂ～２０ｄとファンユニット３０ｂ～３０ｄと吹出口ユニット７０ｂ～
７０ｄからなる分配流路においても同様に、吹出口７１から熱交換器ユニット１０に向う
気流が空気逆流である。ファンユニット３０ａ～３０ｄのそれぞれに１つずつ設けられて
いる差圧センサ１２１は、その検出結果を、ファンコントローラ３４を介してメインコン
トローラ４０に送信する。
【００８２】
　メインコントローラ４０は、ファンユニット３０ａ～３０ｄの吸気口３６の空気圧に比
べて排出口３７の空気圧が低いかまたは同じときには正常な気流であると判断し、逆に、
ファンユニット３０ａ～３０ｄの吸気口３６の空気圧に比べて排出口３７の空気圧が高い
ときには空気逆流が発生していると判断する。
【００８３】
　（３－２－５）空気逆流が発生したときの動作
　メインコントローラ４０は、ファンユニット３０の連動により空気逆流を解消する。具
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体的には、メインコントローラ４０は、空気逆流が発生している分配流路に繋がっている
ファンユニット３０を検知する。空気逆流の発生している分配流路のファンユニット３０
のファンコントローラ３４に対して、メインコントローラ４０からファンモータ３３の回
転数を増加させる指令を送信する。例えば、ファンモータ３３が停止していた場合には、
予め決まっている回転数で駆動を始める指令が送信される。また、例えば、ファンモータ
３３が低速で回転している場合には、さらにファンモータ３３の回転数を上げる指令が送
信される。
【００８４】
　なお、風向板７４で空気抵抗を変更できるときには、空気逆流を解消するために風向板
７４を使ってもよい。例えば、ファンモータ３３が停止していた場合には、空気逆流が発
生している吹出口ユニット７０の風向板７４を全閉にするように構成してもよい。ファン
モータ３３が低速で回転している場合には、さらにファンモータ３３の回転数を上げると
ともに風向板７４の空気抵抗を増加させる指令が送信されるように構成してもよい。
【００８５】
　また、空気逆流の気流の力だけで全閉する逆流防止ダンパを分配流路の中に設ける構成
を採用してもよい。その場合には、メインコントローラ４０からの指令がなくても逆流を
防止することができる。
【００８６】
　（４）変形例
　（４－１）変形例１Ａ
　上記第１実施形態では、熱交換器ユニット１０にダクト２０を直接接続する場合につい
て説明したが、ダクト２０を熱交換器ユニット１０に間接的に接続してもよい。例えば、
ダクト２０と熱交換器ユニット１０の間に、ダクト２０を熱交換器ユニット１０に接続す
るための複数の空気出口を持つアタッチメントを取り付けるように構成してもよい。接続
可能なダクト２０の本数が異なる複数種類のアタッチメントを準備することで、同じ機種
の熱交換器ユニット１０に接続できるダクト２０の本数を変更することができる。
【００８７】
　（４－２）変形例１Ｂ
　上記第１実施形態では、１台のファンユニット３０に１つの吹出口ユニット７０を接続
する場合について説明したが、１台のファンユニット３０に複数の吹出口ユニット７０を
接続するように構成してもよい。１台のファンユニット３０に対して複数の吹出口７１を
設けてもよいということである。この場合、各吹出口ユニット７０に対して、１つのリモ
ートコントローラ６０を設けるなど、各ファンユニット３０に複数のリモートコントロー
ラ６０を接続してもよい。
【００８８】
　（４－３）変形例１Ｃ
　上記第１実施形態では、部屋ＲＡ１，ＲＡ２の間の壁に、通風口７９を設けて、吸込口
８１を１つだけ設ける場合について説明した。しかし、吸込口８１を設ける数は、１つに
限られず、複数であってもよい。また、吸込口８１は、例えば、同じ部屋ＲＡ１に複数設
けてもよく、異なる部屋ＲＡ１，ＲＡ２の両方に設けてもよい。吸込口８１を各部屋ＲＡ
１，ＲＡ２に設ける場合には、通風口７９を設けなくてもよい。
【００８９】
　（４－４）変形例１Ｄ
　熱交換器ユニット１０に一端２１が接続されたダクト２０の他端２２に接続されたファ
ンユニット３０に、さらに他のダクト２０と他のファンユニット３０が接続されてもよい
。
【００９０】
　例えば、１つの分配流路に対して、複数のファンユニット３０を直列に接続してもよい
。このような接続態様の一例として、熱交換器ユニット１０からダクト２０、ファンユニ
ット３０、ダクト２０、ファンユニット３０、吹出口ユニット７０の順に、２つのダクト
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２０と２つのファンユニット３０と１つの吹出口ユニット７０を直列に接続する態様があ
る。１つの分配流路に複数の動力源を設けることで、熱交換器ユニット１０から吹出口７
１までの距離を、同じ動力源を一つだけ設ける場合に比べて長く設定することが可能にな
る。
【００９１】
　（４－５）変形例１Ｅ
　上記第１実施形態では、１台の熱源ユニット５０に１台の熱交換器ユニット１０が接続
される場合について説明したが、熱源ユニット５０と熱交換器ユニット１０の接続態様は
、このような態様には限られない。例えば、１台の熱源ユニット５０に複数台の熱交換器
ユニット１０を接続してもよい。また、複数台の熱交換器ユニット１０に対して複数の熱
源ユニット５０を接続するように構成してもよい。これらの接続態様では、熱交換器ユニ
ット１０に、利用側熱交換器１１を流れる冷媒の流量を調節する流量調整装置を設けても
よい。このような流量調整装置としては、弁開度を変更可能な流量調整弁がある。また、
一つの冷媒回路２００の中に複数の熱交換器ユニット１０が設けられている場合に、複数
の熱交換器ユニット１０の中の特定の熱交換器ユニット１０に冷媒を循環させる冷媒系統
が冷媒回路２００の中に形成されているときに、特定の熱交換器ユニット１０の利用側熱
交換器１１を通過する風量の下限値が当該冷媒系統を循環する冷媒の状態または循環量に
影響を与えるパラメータに応じて変わるように設定されていてもよい。
【００９２】
　（４－６）変形例１Ｆ
　上記第１実施形態では、熱源ユニット５０の圧縮機５１が回転数を変更できるタイプで
ある場合について説明した。しかし、熱源ユニット５０には、圧縮機５１として、回転数
を変更できないタイプのものを用いてもよい。
【００９３】
　（４－７）変形例１Ｇ
　上記第１実施形態では、空気調和システム１が冷房運転と暖房運転を切り換えられるよ
うに構成されている場合について説明した。しかし、上記第１実施形態の技術コンセプト
は、冷房専用または暖房専用の空気調和システムに適用することができる。
【００９４】
　（４－８）変形例１Ｈ
　上記第１実施形態では、熱源ユニット５０と熱交換器ユニット１０が接続されて、利用
側熱交換器１１に冷媒を流す冷凍サイクル装置を構成する場合について説明したが、熱源
ユニット５０は熱交換器ユニット１０が接続されて冷凍サイクル装置を構成する場合に限
らない。利用側熱交換器１１に熱エネルギーを供給する熱源ユニットは、例えば、温水及
び／または冷水などの熱媒体を供給するように構成してもよい。
【００９５】
　このように利用側熱交換器１１に熱媒体を流すように構成する場合、利用側熱交換器１
１に流れる熱媒体の流量を調節するための流量調整装置を熱交換器ユニット１０に設けて
もよい。
【００９６】
　また、このような熱媒体を供給する熱源ユニットに熱交換器ユニット１０を接続する場
合、１台の熱源ユニットに複数台の熱交換器ユニット１０を接続するように構成してもよ
い。
【００９７】
　（４－９）変形例１Ｉ
　上記第１実施形態では、起動時において、メインコントローラ４０が、算出した利用側
熱交換器１１を通過する空気の総風量と、算出した熱交換器ユニット１０に吸い込まれた
空気温度から計算した冷媒回路２００の必要な冷媒循環量を要求する場合について説明し
た。しかし、メインコントローラ４０が要求する必要な冷媒循環量の決定方法は前述の方
法には限られない。
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【００９８】
　例えば、空気調和システム１を次のように構成してもよい。起動時に、メインコントロ
ーラ４０は、全てのファンユニット３０から送信されてきた供給空気量を合計して、利用
側熱交換器１１を通過する総風量を算出する。メインコントローラ４０は、例えば内部の
メモリに総風量と必要な冷媒循環量との関係を示す風量テーブルを記憶している。メイン
コントローラ４０は、算出した総風量に最も近い風量を風量テーブルに記述されている風
量の中から選択する。風量テーブルの中の選択された総風量に対応する冷媒循環量を、メ
インコントローラ４０が熱源コントローラ５６に要求する。そして、風量テーブルの中の
選択された風量と総風量との差分については、メインコントローラ４０からファンコント
ローラ３４に指令を出して、差分に相当する供給空気量を複数のファンユニット３０に変
更させるように空気調和システム１を構成してもよい。
【００９９】
　また、例えば、空気調和システム１を次のように構成してもよい。起動時において、メ
インコントローラ４０は、ファンコントローラ３４を介してリモートコントローラ６０の
設定温度を受信する。また、メインコントローラ４０は、リモートコントローラ６０で検
出される室内空気温度、吸込温度センサ１０１の検出値から算出される室内空気温度、ま
たはメインコントローラ４０に室内空気温度を送信可能な室内温度センサから室内空気温
度を受信する。メインコントローラ４０は、受信した設定温度と室内空気温度から空気調
和システム１の全体の空調負荷を算出する。メインコントローラ４０は、算出した空調負
荷から総風量と必要な冷媒循環量を算出する。メインコントローラ４０は、各ファンユニ
ット３０の個々の供給空気量を、総風量と各ファンユニット３０の空調負荷の比率との積
によって算出して複数のファンコントローラ３４に指令を出す。メインコントローラ４０
から指示された個々の供給空気量に合わせて各ファンコントローラ３４が各自で調整を行
うように空気調和システム１を構成してもよい。
【０１００】
　（４－１０）変形例１Ｊ
　上記第１実施形態の空気調和システム１では、総風量を主に決定して、それに熱源ユニ
ット５０の冷媒に係る条件を従わせるような制御をメインコントローラ４０が行う場合に
ついて説明した。しかし、逆に熱源ユニット５０の冷媒に係わる条件を主に決定し、その
条件に従わせるように総風量を決定するように、空気調和システム１を構成してもよい。
【０１０１】
　例えば、熱源コントローラ５６が、圧縮機５１の運転周波数及び／または膨張弁５３の
弁開度の制御を行うように、空気調和システム１が構成される。このように構成された空
気調和システム１では、熱源コントローラ５６が、現在の利用側熱交換器１１を通過する
空気の総風量に関する情報を把握する。熱源コントローラ５６は、圧縮機５１の運転周波
数及び／または膨張弁５３の開度に関する情報から、現在の総風量に対して、風量を増減
させる必要があることをメインコントローラ４０に送信する。メインコントローラ４０は
、熱源コントローラ５６からの風量の増減の指示を受けて、複数のファンユニット３０に
対し、どのような割合で各ファンユニット３０の風量を増減させるのがシステム全体のエ
ネルギーを抑制するのに適しているかを計算して指示を出す。
【０１０２】
　（４－１１）変形例１Ｋ
　上記第１実施形態の空気調和システム１では、圧縮機５１の運転周波数を変更すること
で、冷媒回路２００の冷媒循環量を調節している。しかし、空気調和システム１における
冷媒循環量の制御は、圧縮機５１の運転周波数の制御に限られない。例えば、圧縮機５１
の運転周波数とともに膨張弁５３の弁開度を調節することによって冷媒回路２００の冷媒
循環量を調節するように制御してもよく、膨張弁５３の弁開度を調節することによって冷
媒回路２００の冷媒循環量を調節するように制御してもよい。
【０１０３】
　（４－１２）変形例１Ｌ
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　上記第１実施形態では、利用側熱交換器１１の熱交換器温度で総風量の下限値を決めた
が、凝縮温度（ＴＣ）、蒸発温度（ＴＥ）、過熱度（ＳＨ）及び過冷却度（ＳＣ）を用い
てもよい。過熱度は、例えば、利用側熱交換器１１の入口温度と出口温度、あるいは利用
側熱交換器１１の入口圧力と出口温度を用いて算出することができる。過冷却度は、例え
ば、利用側熱交換器１１の入口温度と出口温度、あるいは利用側熱交換器１１の入口圧力
と出口温度を用いて算出することができる。
【０１０４】
　総風量の下限値は、例えば、予め決めていた固定された値であってもよく、予め下限値
が８ｍ３／分と決められていれば、その下限値８ｍ３／分を常に下回らないように、メイ
ンコントローラ４０が制御を行う。
【０１０５】
　また、総風量の下限値は、例えば、冷房運転では、過熱度と現在の総風量と熱交換器ユ
ニット１０に吸い込まれる空気の吸込温度に応じて決められるように空気調和システム１
を構成してもよい。また、暖房運転では、過冷却度と現在の総風量と熱交換器ユニット１
０に吸い込まれる空気の吸込温度に応じて総風量の下限値が決められるように、空気調和
システム１を構成してもよい。また、冷媒循環量（例えば、圧縮機５１の運転周波数）と
蒸発温度（ＴＥ）と熱交換器ユニット１０に吸い込まれる吸込空気温度及び吸込風量に応
じて総風量の下限値が決められるように、空気調和システム１を構成してもよい。また、
利用側熱交換器１１の通過後の冷媒の渇き度または湿り度から算出される風量過不足風量
と現在風量に応じて総風量の下限値が決められるように、空気調和システム１を構成して
もよい。さらには、利用側熱交換器１１の出口の冷媒圧力と冷媒の温度に応じて総風量の
下限値が決められるように、空気調和システム１を構成してもよい。
【０１０６】
　（４－１３）変形例１Ｍ
　（４－１３－１）
　第１実施形態では、熱交換器ユニット１０から複数のダクト２０を介して吸引して空調
対象空間ＳＡの複数の吹出口７１に供給する調和空気の個別の供給空気量を変更できるよ
うに構成されている複数のアクチュエータとして、回転数を変更できるファンモータ３３
を例に挙げて説明した。しかし、アクチュエータはファンモータ３３に限られず、例えば
、複数のアクチュエータとして、図５に示されているダンパ３８の駆動モータ３９を用い
てもよい。図５に示されている送風ファン３２のファンモータ３３は、第１実施形態と同
様の回転数を変更できるタイプのモータであってもよいが、回転数を変更できないタイプ
のモータであってもよい。ファンモータ３３が回転数を変更できないタイプであるときに
は、ダンパ３８だけでファンユニット３０から吹出口ユニット７０への供給空気量（風量
）を変更することになる。それに対して、ファンモータ３３が回転数を変更できるタイプ
であるときには、ダンパ３８の開度の変更だけでなく、ファンモータ３３の回転数の変更
も合わせてファンユニット３０から吹出口ユニット７０への供給空気量（風量）を変更す
ることになる。
【０１０７】
　（４－１３－２）逆流が発生したときの動作
　メインコントローラ４０は、ファンユニット３０の連動により空気逆流を解消する。空
気逆流解消のために先ず、メインコントローラ４０は、空気逆流が発生している分配流路
に繋がっているファンユニット３０を検知する。ファンユニット３０がダンパ３８のみで
供給空気量を調整する構成の場合には、空気逆流の発生している分配流路のファンユニッ
ト３０のファンコントローラ３４に対して、メインコントローラ４０からダンパ３８の開
度を変更させる指令を送信する。例えば、空気逆流が発生しているファンユニット３０が
運転していない場合には、ダンパ３８を全閉にする指令が送信される。ファンモータ３３
を一定の回転で送風しながらダンパ３８の開度によって送風しているときには通常は空気
逆流が発生することは無いので、メインコントローラ４０は、そのような場合に空気逆流
が発生した場合には、例えばリモートコントローラ６０を使って異常の発生をユーザに報
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知する。
【０１０８】
　ファンユニット３０がファンモータ３３の回転数とダンパ３８の開度の両方で供給空気
量を調整できる構成の場合には、空気逆流の発生している分配流路のファンユニット３０
のファンコントローラ３４に対して、メインコントローラ４０からファンモータ３３の回
転数および／またはダンパ３８の開度を変更させる指令を送信する。例えば、空気逆流が
発生しているファンユニット３０が運転していない場合には、ダンパ３８を全閉にする指
令が送信される。また、例えば、ファンモータ３３が低速で回転している場合には、さら
に回転数を上げる指令が送信される。あるいは、例えば、ファンモータ３３が低速で回転
している場合には、ダンパ３８の開度を小さくするとともにファンモータ３３の回転数を
上げる指令が送信されるように構成されてもよい。
【０１０９】
　（４－１４）変形例１Ｎ
　上記第１実施形態では、空気逆流を検出する検出装置として、差圧センサ１２１が用い
られる場合について説明したが、空気逆流を検出する検出装置は差圧センサ１２１を用い
るものには限られない。このような検出装置として、指向性のある風速センサを用いても
よい。差圧センサ１２１に変えて指向性のある風向センサを用いる場合には、風向センサ
を例えばファンユニット３０に配置してファンコントローラ３４に接続する。指向性のあ
る風向センサを用いる場合には、例えば、正の方向の風速を示すときには正常な方向に空
気が流れ、その逆の負の方向の風速を示すときには空気逆流が発生していることを、メイ
ンコントローラ４０が検知することができる。また、検出装置を複数の無指向性の風速セ
ンサを用いて構成することもできる。複数の無指向性の風速センサで風速の分布を検出し
、風速の分布が逆流の際に生じる分布であれば、メインコントローラ４０で、逆流が発生
していると判断することができる。
【０１１０】
　（４－１５）変形例１Ｏ
　上記第１実施形態では、差圧センサ１２１（風量検知部）を用いて決められた区間内の
差圧を検出する構成について説明したが、風量を検知する構成はこのような構成には限ら
れない。風量を検知する構成は、例えば、差圧センサを用いてファンユニット３０の送風
ファン３２の前後の差圧を検知し、送風ファン３２の前後の差圧特性からメインコントロ
ーラ４０またはファンコントローラ３４が風量を算出するように構成することもできる。
この場合も差圧センサが風量検知部になる。例えば、風速センサを用いて特定の位置の風
速を検知し、特定の位置の風速特性からメインコントローラ４０またはファンコントロー
ラ３４が風量を算出するように構成することもできる。この場合には風速センサが風量検
知部になる。例えば、圧力センサを用いて内部圧力変位を検知し、既定の風量が流れた際
の内部圧力変位と、検知された圧力変位とを比較してメインコントローラ４０またはファ
ンコントローラ３４が風量を算出するように構成することもできる。この場合には、圧力
センサが風量検知部になる。また、例えば、送風ファン３２の運転電流を用いて、ファン
モータ３３の仕事量からメインコントローラ４０またはファンコントローラ３４が風量を
算出するように構成することもできる。この場合には運転電流を検知する機器が風量検知
部になる。
【０１１１】
　（４－１６）変形例１Ｐ
　上記第１実施形態では、メインコントローラ４０が冷媒循環量を算出し、熱源コントロ
ーラ５６に圧縮機５１の運転周波数の変更の要求を送信し、熱源コントローラ５６が圧縮
機５１の運転周波数を制御する場合を例に挙げて説明した。しかし、メインコントローラ
４０が、圧縮機５１の運転周波数の制御及び／または膨張弁５３の弁開度の制御を行うよ
うに、空気調和システム１が構成されてもよい。
【０１１２】
　（４－１７）変形例１Ｑ
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　上記第１実施形態では、メインコントローラ４０が熱交換器ユニット１０に設けられる
場合を例に挙げて説明した。しかし、メインコントローラ４０が設けられる場所は、熱交
換器ユニット１０に限られるものではない。例えば、メインコントローラ４０は、ファン
ユニット３０に設けられてもよい。
【０１１３】
　（５）特徴
　（５－１）
　上記の空気調和システム１のメインコントローラ４０が、利用側熱交換器１１を通過す
る風量が所定条件を満たすように、複数のファンユニット３０の複数のアクチュエータで
あるファンモータ３３もしくはダンパ３８の駆動モータ３９または風向板７４の風向板用
モータ７５を制御する。その結果、利用側熱交換器１１を通過する風量によって空気調和
システム１の不具合を抑制することができる。
【０１１４】
　（５－２）
　上記の空気調和システム１では、ダクト２０ａとファンユニット３０ａと吹出口ユニッ
ト７０ａの吹出口７１によって構成される分配流路と、同様にダクト２０ｂ～２０ｄとフ
ァンユニット３０ｂ～３０ｄと吹出口ユニット７０ｂ～７０ｄの吹出口７１によって構成
される３つの分配流路の合計４つの分配流路において、それぞれの風量が検出される。メ
インコントローラ４０が、検出された風量を合計した総風量により、アクチュエータであ
るファンモータ３３、駆動モータ３９または風向板用モータ７５を制御する。
【０１１５】
　（５－３）
　さらに具体的には、メインコントローラ４０は、複数の風量検知部である差圧センサ１
１２１または風速センサにより検出される複数の分配流路の複数の風量を使って、複数の
ファンモータ３３の回転数を制御する。これにより、利用側熱交換器１１を通過する所定
条件を満たすように制御し易くなる。
【０１１６】
　（５－４）
　変形例で説明したように、メインコントローラ４０は、複数の差圧センサ１２１または
風速センサにより検出される複数の分配流路の複数の風量の検出値を使って、複数の開閉
装置である駆動モータ３９により複数のダンパ３８の開度を変えて複数の風量を変更する
制御する。これにより、メインコントローラ４０による利用側熱交換器１１を通過する所
定条件を満たすように制御し易くなる。
【０１１７】
　（５－５）
　上述の空気調和システム１では、上述の所定条件は、利用側熱交換器１１を通過する風
量を下限値以上とすることである。これにより、利用側熱交換器１１を通過する風量が下
限値未満となることによって生じる利用側熱交換器１１での熱交換不足により発生する空
気調和システム１の不具合を抑制することができる。
【０１１８】
　（５－６）
　熱源ユニット５０は、圧縮機５１を有し、利用側熱交換器１１とともに冷媒回路２００
を構成する熱源装置である。冷媒回路２００では、蒸気圧縮式の冷凍サイクルが行われる
。メインコントローラ４０は、熱源コントローラ５６と接続され、ファンモータ３３、ダ
ンパ３８の駆動モータ３９または風向板７４の風向板用モータ７５の制御を冷媒回路２０
０の制御と連動させている。その結果、空気調和システム１は、冷媒回路２００の状態に
合わせて複数のアクチュエータであるファンモータ３３、駆動モータ３９または風向板用
モータ７５により利用側熱交換器１１を通過する風量を適正化でき、効率の良い運転を行
うことができる。
【０１１９】
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　（５－７）
　上述の空気調和システム１では、利用側熱交換器１１を通過する風量の下限値が、冷媒
回路２００を循環する冷媒の状態または循環量に影響を与える熱源ユニット５０のパラメ
ータに応じて変わるように設定されている。従って、空気調和システム１は、冷媒回路２
００を循環する冷媒の状態または循環量に適した熱交換を利用側熱交換器１１に行なわせ
ることにより、利用側熱交換器１１を通過する冷媒の状態を適切にして、熱源装置である
熱源ユニット５０の不具合を抑制することができる。
【０１２０】
　（５－８）
　利用側熱交換器１１を通過する風量の下限値が、冷媒回路２００の冷媒の循環量に関係
する値に応じて変わるように設定されている場合には、利用側熱交換器１１において冷媒
回路２００を循環する冷媒の循環量に合った適切な風量の下限値で熱交換させられ、熱源
装置である熱源ユニット５０の不具合を抑制することができる。
【０１２１】
　（５－９）
　風量の下限値が、冷媒回路２００を循環する冷媒の状態または循環量に影響を与える熱
源装置である熱源ユニット５０のパラメータに応じて変わるように設定されている。冷媒
回路２００を循環する冷媒の状態または循環量に適した熱交換を利用側熱交換器１１に行
なわせることにより、空気調和システム１の消費エネルギーは、抑制される。利用側熱交
換器１１を通過する風量の下限値を変えることにより空気調和システム１の消費エネルギ
ーを抑制することができる熱源ユニット５０のパラメータとしては、冷媒回路２００の凝
縮温度、冷媒回路２００の蒸発温度、利用側熱交換器１１の熱交換器温度、圧縮機５１の
運転周波数、利用側熱交換器１１の入口温度と出口温度の組み合わせ、及び利用側熱交換
器１１の入口圧力と出口温度の組合せがある。
【０１２２】
　（５－１０）
　空気調和システム１は、複数のファンユニット３０のうちの少なくとも１台について、
例えば送風を停止または更に小さな風量に変更する指示がリモートコントローラ６０から
送信され、利用側熱交換器１１を通過する風量が下限値未満になると算出されるときには
、メインコントローラ４０は、複数のファンユニット３０のうちの送風の停止が指示され
ているファンユニット３０にも風量を振り分ける制御をするように構成されてもよい。こ
のような制御をするときには、ファンユニット１台当たりの風量の増加を抑えることがで
き、空調対象空間ＳＡにおいて部分的に室内空気温度が設定温度からの乖離するのを抑制
することができる。
【０１２３】
　（５－１１）
　空気調和システム１は、メインコントローラ４０が複数のファンユニット３０のうちの
運転されているファンユニット３０に風量を振り分ける制御を行うように構成されてもよ
い。メインコントローラ４０がこのような制御をするときには、複数のファンユニット３
０のうちの停止が指示されているファンユニット３０を動かさなくて済むことから、複数
のファンユニット３０の空気調和を停止させたいところを確実に停止させることができ、
空気調和システム１の動作がユーザの要求から外れて動き出さないようにすることができ
る。
【０１２４】
　＜第２実施形態＞
　（６）全体構成
　第１実施形態の空気調和システム１では、複数のファンユニット３０の供給空気量に関
する複数の指示により複数のアクチュエータをメインコントローラ４０が制御する。この
ような形態は、第１実施形態の空気調和システム１の形態には限られない。複数のファン
ユニット３０の供給空気量に関する複数の指示により複数のアクチュエータをメインコン
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トローラ４０が制御する空気調和システム１は、第２実施形態のように構成されてもよい
。
【０１２５】
　第２実施形態の空気調和システムでは、メインコントローラが送信した複数の指示を複
数のサブコントローラである複数のファンコントローラが受信する。第２実施形態の空気
調和システムでは、複数のファンコントローラの各々が、複数の指示のうちの少なくとも
一つに基づき、複数のアクチュエータのうちの少なくとも一つを制御する。
【０１２６】
　具体的には、第２実施形態の空気調和システム１が、第１実施形態の空気調和システム
１と同様に、図１に示されている構成を有している場合を例に挙げて説明する。第２実施
形態では、図１に示されている空気調和システム１が、ファンモータ３３により供給空気
量を変更し、ダンパ３８及び風向板７４が供給空気量の変更に関与しない場合について説
明する。
【０１２７】
　第２実施形態のメインコントローラ４０が、第１実施形態のメインコントローラ４０と
同様に、各吹出温度センサ１２２で検出される吹出温度と設定温度から各ファンユニット
３０から吹出させる必要な供給空気量を算出する。具体的には、例えば、メインコントロ
ーラ４０は、複数のファンユニット３０ａ～３０ｄの各々の調整する室内空気温度と設定
温度との温度差及び送風温度から各ファンユニット３０ａ～３０ｄの供給空気量を算出す
る。メインコントローラ４０は、算出した各ファンユニット３０ａ～３０ｄの供給空気量
（目標供給空気量）を、各ファンユニット３０ａ～３０ｄに与える指示として決定する。
【０１２８】
　メインコントローラ４０は、算出した複数の供給空気量を目標供給空気量として、複数
のファンコントローラ３４に送信する。言い換えると、メインコントローラ４０は、ファ
ンユニット３０ａ～３０ｄを制御する複数のファンコントローラ３４に、複数の指示を送
信する。メインコントローラ４０は、例えば、ファンユニット３０ａに取り付けられてい
るファンコントローラ３４に、ファンユニット３０ａの目標供給空気量を送信する。この
ファンユニット３０ａの目標供給空気量が、ファンユニット３０の供給空気量に関する指
示である。ファンユニット３０ａのファンコントローラ３４は、供給空気量を目標供給空
気量に近づけるようにファンモータ３３ａの回転数を制御する。同様に、メインコントロ
ーラ４０は、ファンユニット３０ｂ～３０ｄに取り付けられているファンコントローラ３
４に、ファンユニット３０ｂ～３０ｄの目標供給空気量を送信する。ファンユニット３０
ｂ～３０ｄのファンコントローラ３４は、供給空気量を目標供給空気量に近づけるように
ファンモータ３３ｂ～３３ｄを制御する。
【０１２９】
　さらに詳細に説明すると、第２実施形態のファンユニット３０ａ～３０ｄは、それぞれ
、ユニット内を通過する風量を検知する風量検知部として差圧センサ１２１の代わりに、
差圧センサ１２１が配置されていた位置に風速センサを有する。なお、風量検知部は、風
速センサには限られない。例えば、風量検知部は、差圧センサ１２１であってもよい。例
えば、ファンユニット３０ａのファンコントローラ３４は、ファンユニット３０ａの風速
と目標風量（目標供給空気量）とを比較する。ファンユニット３０ａのファンコントロー
ラ３４は、ファンユニット３０ａの中を通過する風量が目標風量よりも小さければ、ファ
ンモータ３３ａの回転数を増加させて、ファンユニット３０ａの風量（供給空気量）を増
加させて目標風量に近づける。逆に、ファンユニット３０ａの中を通過する風量が目標風
量よりも大きければ、ファンモータ３３ａの回転数を減少させて、ファンユニット３０ａ
の風量（供給空気量）を減少させて目標風量に近づける。
【０１３０】
　ここでは、ファンコントローラ３４がファンユニット３０に取り付けられている場合に
ついて説明している。しかし、ファンコントローラ３４はファンユニット３０に取り付け
られていなくてもよい。
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【０１３１】
　以上、本開示の実施形態を説明したが、特許請求の範囲に記載された本開示の趣旨及び
範囲から逸脱することなく、形態や詳細の多様な変更が可能なことが理解されるであろう
。
【符号の説明】
【０１３２】
　１　空気調和システム
　１０　熱交換器ユニット
　１１　利用側熱交換器
　２０，２０ａ～２０ｄ　ダクト
　３０，３０ａ～３０ｄ　ファンユニット
　３３　ファンモータ（アクチュエータの例）
　３８　ダンパ
　３９　駆動モータ（アクチュエータ、開閉装置の例）
　４０　メインコントローラ
　５０　熱源ユニット（熱源装置の例）
　５１　圧縮機
　５２　熱源側熱交換器
　５３　膨張弁
　６０　リモートコントローラ
　７４　風向板
　７５　風向板用モータ（アクチュエータの例）
　１２１　差圧センサ（風量検知部の例）
　２００　冷媒回路
【先行技術文献】
【特許文献】
【０１３３】
【特許文献１】特開平１１－１３２４８９号公報
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